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1.はじめに 
 

今回リリースいたしました介五郎（介護保険版）「Ver.9.16.0」では、厚労省が推進する医療・介護情

報データベース「CHASE」への追加対応と、令和元年 10月に改訂された通所リハビリテーション計画

書の新様式への対応を行いました。またそのほか、印刷帳票に関して一部改善を行っております。 

 

［居宅支援・通所介護・通所リハ］ 

■ CHASE基本項目入力とアセスメント情報の CSV 作成メニューの追加 

 厚労省が推進する医療・介護情報データベース「CHASE」が定める基本項目の入力メニューを追加し

ました。また、基本項目のほかアセスメントシートの基本項目や興味・関心チェックシートなどを CSV

ファイルにして CHASEにアップロードできるようになりました。 

 

［通所リハ］ 

■ 通所リハビリテーション計画書の新様式への対応 

 通所リハビリテーション計画書の様式について最新版（令和元年 10 月版）に対応しました。バージ

ョンアップを行った時点で新様式に切り替わります。そのまま新様式でのご利用をおすすめいたしま

すが、システム設定で元の様式に戻すこともできます。 

 

［その他］ 

■ 日別入力への印刷条件指定の追加 

 日報入力内の日別入力画面で印刷するときに、印刷条件を設定できる画面を表示するように変更しま

した。これにより 1ヶ月分の担当者空き情報一覧をまとめて印刷する等ができるようになります。 

 

■ 処遇改善加算集計表・特定処遇改善加算集計表の追加 

 処遇改善加算・特定処遇改善加算の年間取得金額・単位数を確認できる集計表を追加しました。処遇

改善計画書や実績報告書の作成時にご活用ください。 
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2. 共通の変更 
 

2-1. CHASE の対応項目追加 

 居宅支援   通所介護   通所リハ  

 厚労省の推進する介護情報のためのデータベース「CHASE（チェイス）」（※）で定められている項目

のうち、基本項目情報とアセスメント情報の一部（※下記表参照）に対応しました。 

 新たに介五郎でCSVファイルを作成してCHASEにアップロードすることができるようになります。 

 

【CHASE の項目】〇＝Ver.9.15.0.0で対応済み ◎＝Ver9.16.0.0で新たに対応 

〇利用者情報 ・栄養マネジメントヘッダ明細情報 ・経口移行・維持情報 

・口腔機能アセスメントヘッダ明細情報 ・口腔機能管理記録情報 ・認知症情報 

◎興味関心チェック情報 ・居宅訪問チェック情報 ◎各アセスメント様式評価情報 

◎基本チェックリスト情報 ◎CHASE 基本項目情報 ◎CHASE 基本項目情報（既往歴情報） 

◎CHASE 基本項目情報（服薬情報） ◎CHASE 基本項目情報（同居人情報）  

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

［作業イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介五郎 

利用者情報作成 

（CSV ファイル） 

CHASEに 

アップロード 

CSV 
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2-1-1. CHASE 基本項目入力 

 CHASE で定義されている基本項目を入力するためのメニューを追加しました。 

 

＜基本項目入力－基本項目＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

基本情報欄 

利用者 ID 利用者 ID を表示します。▼をクリックすると、利用者検索画面を開きます。 

被保険者番号 利用者の被保険者番号を表示します。 

管理日 管理日を選択します。入力したデータは管理日別で介五郎に保存されます。 

基本項目タブ内 

入力する チェックを入れることで、基本項目タブの各項目を入力できるようになります。 

記録職員職種 入力した職員の職種を選択します。 

身長 利用者の身長を数値で入力します。 

体重 利用者の体重を数値で入力します。 

同居人の人数 同居人の人数を入力します。 

在宅復帰の有無 在宅復帰の有無を選択します。 

死亡日 利用者が死亡されている場合、死亡日を入力します。 

褥瘡の有無 褥瘡の有無を選択します。 

褥瘡のステージ 褥瘡のステージを選択します。 

食事の形態 食事の形態を選択します。 
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BI(Barthel 

Index) 

Barthel Index（バーセルインデックス）の各項目を入力します。入力した内容に

応じて点数を測定します。 

FIM(Functional 

Independence 

Measure) 

Functional Independence Measure（機能的自立度評価法）の各項目を入力し

ます。入力した内容に応じて点数を測定します。 

 

機能ボタン 

項目名 説明 

F1 新規 実行すると、画面をクリアして新規入力状態にします。 

F2 検索 クリックすると、利用者検索画面が表示されます。 

F3 複写 実行すると、登録済みの記録をコピーすることができます。 

F4 削除 実行すると、登録済みの記録を削除します。 

F5 参照 クリックすると、登録済みの記録を一覧で確認できる参照画面が開きます。 

F7 出力 

実行すると、「CHASE 様式情報出力」メニューを開きます。このメニューから CHASE

にアップロードするための CSV ファイルを作成することができます。 

（※ 詳細は『2-1-2.CHASE 様式情報出力』をお読みください） 

F8 印刷 実行すると、記録を印刷することができます。 

F9 登録 実行すると、入力中の記録を介五郎に保存します。 

F10 終了 実行すると、メニューを閉じます。 
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＜基本項目入力－既往歴＞ 

  

 

各設定項目 

項目名 説明 

既往歴 タブをクリックすると、既往歴入力画面に切り替わります。 

明細欄 
入力した既往歴が一覧で表示されます。この上でダブルクリックすることで入力

画面が開きます。 

No. システム上の通し番号が表示されます。 

病名 病名を入力します。 

発症年月日 発症年月日を入力します。 

治療区分 
治療区分を選択します。区分は下記です。 

0-継続 1-退院 2-完治 3-終了 4-死亡 

入院・通院等区分 
入院・通院等区分を選択します。区分は下記です。 

 0-入院 1-通院 2-往診 3-なし 

受診頻度区分 
受診頻度区分を選択します。区分は下記です。 

 0-未設定 1-定期 2-不定期 

受診間隔区分 
受診間隔区分を選択します。区分は下記です。 

0-未設定 1-月 2-週 

受診間隔 受診間隔を数値で入力します。 

受診形態区分 
受診形態区分を選択します。区分は下記になります。 

 0-未設定 1-通院 2-往診 

確定 クリックすると、入力した内容を確定します。 

 

 

  

明細欄 

明細欄上で 

ダブルクリック 
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＜基本項目入力－服薬＞ 

  

各設定項目 

項目名 説明 

服薬 タブをクリックすると、服薬入力画面に切り替わります。 

No. システム上の通し番号が表示されます。 

薬剤名 薬剤名を入力します。 

薬剤コード 
薬剤コードを入力します。薬剤コードは下記の医薬品マスター検索から調べる

ことができます。 

医薬品マスター検索 

クリックすると、厚労省のウェブサイト「診療報酬情報提供サービス」を開き

ます。同サイトでは薬剤コードを検索することができます。（※利用時はインタ

ーネット接続が必須です） 

分量 薬剤の分量を入力します。 

単位 分量の計量単位名を入力します。 

用法 用法を入力します。 

用量 用量を入力します。 

単位 
用量の単位を選択します。区分は下記です。 

1-日分 2-回分 

 

 

  

明細欄 

明細欄上で 

ダブルクリック 
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＜基本項目入力－同居人＞ 

 
 

各設定項目 

項目名 説明 

同居人 タブをクリックすると、同居人入力画面に切り替わります。 

No. システム上の通し番号が表示されます。 

同居人氏名 同居人の氏名を入力します。 

同居人性別 同居人の性別を選択します。 

続柄 

利用者と同居人の続柄を選択します。区分は下記です。 

01-配偶者 02—子 03-子の配偶者 04-父母 05-配偶者の父母 06-孫 

 07-祖父母 08-兄弟姉妹 09-他の親族 10-住み込みの雇人 11-その他 

同居区分 利用者と同居している場合は「同居」にチェックを入れます。 

関係区分 関係区分を選択します。（複数可） 

本人との関係 本人との関係を選択します。（複数可） 

就労区分 同居人が就労している場合は「勤労者」にチェックを入れます。 

 

 

 

  

明細欄 

明細欄上で 

ダブルクリック 
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＜CHASE基本項目の入力＞ 

  

 

①  上部メニューバーの「拡張機能 (X)」－

「CHASE データ入力 (C)」—「共通）

CHASE 基本項目入力(K)」をクリックしま

す。 

  

 

② F2 検索をクリックし、入力する利用者を選

択します。 

  

 

③ 管理日を選択します。 

  

 

④ 各項目を入力します。 
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・ 「基本項目」タブで入力するときは、先に「入

力する」のチェックを入れる必要がありま

す。 

  

 

・ 「既往歴」「服薬」「同居人」タブでは、明細

欄の上でダブルクリックすると入力画面が

開きます。 

  

 

⑤ 必要な項目をすべて入力したらF9登録をク

リックします。 

  

 

⑥ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑦ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

明細欄 
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＜CSV出力＞ 

 登録した記録を CSVファイルに出力することができます。出力するときは「CHASE 様式情報出力」

メニューを使用します。同メニューの使用方法は、このあとに掲載の『2-1-2.CHASE 様式情報出力』

にてご説明します。 

 

＜F7 出力＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

CHASE様式情報出力 

（居宅介護支援） 

居宅介護支援用の様式情報出力メニューを表示します。 

CHASE様式情報出力 

（通所管理） 

通所系サービス用の様式情報出力メニューを表示します。 

 

  

① 利用者・管理日を選択して、出力したい記録

を呼び出します。 

  

 

② F7出力をクリックします。 
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③ CHASE 様式情報出力（居宅介護支援）か

CHASE様式情報出力（通所管理）のいずれ

かを選択します。 

  

 

④ CHASE様式情報出力メニューが開きます。 

  

 ※以降の操作は本マニュアル『2-1-2.CHASE

様式情報出力』にてご説明します。 

 

 

 

  



13 

 

＜CHASE 基本項目の印刷＞ 

  

＜F8 印刷＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

出力の種類 
印刷する項目を選択します。一部の項目を省略したい場合にその項目のチ

ェックをはずしてください。 

管理日 印刷したい管理日の期間を入力します。 

利用者指定 特定の利用者のみを印刷したい場合、その利用者を指定します。 

並べ替え 印刷順序を利用者 ID 順か氏名のフリガナ順か選択します。 

クリア クリックすると、設定した印刷条件を消去します。 

管理日を印字しない 管理日を印刷したくない場合にチェックを入れます。 

利用者 ID を印字しない 利用者 ID を印刷したくない場合にチェックを入れます。 

決定 クリックすると、印刷プレビュー画面が開きます。 

 

 

 

  

① 利用者・管理日を選択して、印刷したい記録

を呼び出します。 
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② F8印刷をクリックします。 

  

 

③ 必要に応じて印刷条件を指定します。 

  

 

④ 決定をクリックします。 

  

 

⑤ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑥ 印刷プレビュー画面が表示されます。内容を

確認して印刷してください。 
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＜登録した CHASE 基本項目の参照＞ 

 参照画面では、基本項目を登録済みの利用者名や管理日を一覧で確認することができます。過去に作

成した記録を検索したいときにご利用いただくと便利です。 

 

＜F5 参照＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

ID 利用者 ID を表示します。 

利用者名 利用者の氏名を表示します。 

明細欄 

登録済みのデータがある場合、登録したデータの管理日と、そのデータの入力状態

が表示されます。入力状態は「基本項目」「既往歴」「服薬」「同居人」の各項目に

ついて、データがある場合は「〇」、無い場合は「×」と表示します。 

機能ボタン 

並べ替え 利用者の並び順を、ID順かカナ順か切り替えます。 

絞込 チェックを入れると、表示する利用者をその月にデータのある方だけにします。 

印刷 クリックすると、参照画面を印刷することができます。 

決定 クリックすると、選択した記録を呼び出します。 

次月 当月 前月 クリックすると、画面に表示する年月を変更します。 

 

 

① 基本項目入力画面でF5参照をクリックしま

す。 
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② データ参照画面が表示されます。管理日が表

示されている枠をダブルクリックすると、そ

の記録を画面に呼び出すことができます。 

  

 

・ 次月 当月 前月ボタンを使用することで、

表示する提供年月を変更することができま

す。 

  

 

・ 「絞込」のチェックを入れると、利用者の表

示を、登録済みのデータのある方だけにしぼ

り込むことができます。 

  

 

・ 印刷をクリックすると、参照画面をチェック

リストとして印刷することができます。 
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＜CHASE 基本項目の複写＞ 

 登録済みの記録をコピーする手順です。 

（例）11 月 1 日に作成した記録を 12 月 1 日に複写する場合 

 

① 基本項目入力画面で利用者を選択し、管理日

を複写先の日付（新たに追加したい日付）に

します。 

 

 （例）管理日を 12月 1 日に設定 

  

 

② F3複写をクリックします。 

  

 

③ 複写元にする記録の管理日を選択します。 

 

 （例）11月 1 日を選択 

  

 

・ 一部の項目のみを複写したい場合は、必要な

項目名のみチェックが入った状態にしてく

ださい。 

  



18 

 

 

④ 複写開始をクリックします。 

  

 

⑤ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑥ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 

  

 

⑦ 複写先の管理日に複写元の内容がコピーさ

れます。 
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＜CHASE 基本項目の削除＞ 

  

 

① 利用者・管理日を選択して削除したい記録を

画面に表示します。 

  

 

② F4削除をクリックします。 

  

 

③ 確認画面が表示されます。削除してよろしけ

ればはい(Y)をクリックします。 

  

 

④ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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2-1-2. CHASE 様式情報出力 

「CHASE 様式情報出力」では、『2-1-1.CHASE 基本項目入力』で登録した基本項目と、主なアセ

スメント情報を CSV ファイルにして保存することができます。保存したファイルは CHASEのマニュ

アル（※）にしたがってデータベースにアップロードしてください。 

（※CHASEのマニュアルは CHASE のホームページからダウンロードできます） 

メニューは居宅介護支援用と通所系サービス用にわかれています。どちらも操作方法は同じですが、

出力できる様式が異なります。 

 

【選択できる出力様式】 

メニュー 出力できる様式 

居宅介護支援 

01-CHASE 基本情報 

02-（介護）全社協アセスメントまたは MDS アセスメント（システム設定による） 

11-（予防）興味・関心チェックシート 

11-（予防）基本チェックリスト 

通所管理 
01-CHASE 基本情報 

11-（予防）興味・関心チェックシート 

 

 

【システム設定でインフォ・テック関連フォルダ作成パスの設定が必要です】 

CSV ファイルを作成するには、事前にシステム設定にてインフォ・テック関連フォルダの設定を行

っておく必要があります。設定ができていない場合は下記エラーが表示されます。 

 

 

［システム設定－端末設定］ 

 

※既定を押すと、パソコンのデスクトップに「イ

ンフォ・テック関連フォルダ」という名前のフォ

ルダができるようになります。 

 

注意！ 

端末設定タブ 
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【CHASE への登録方法は CHASE側のマニュアルをお読みください】 

介五郎で行うのは、アップロード用の CSVファイルを作成するところまでです。CHASE への登録

手順につきましては、CHASE 側のマニュアルをお読みください。（※ご不明点につきましても、

CHASE のヘルプデスクのほうへお願いいたします） 

 

【CHASE の URL】 https://chase.mhlw.go.jp/login 

 

［CHASE のマニュアルの場所］ 

 

※マニュアルの取得は URL を開くだけでできますが、ログインする場合は専用のランチャー（exe）

でシステムを起動する必要があります。 

 

 

 

  

クリック 

注意！ 

CHASEのトップページ 

https://chase.mhlw.go.jp/login
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＜拡張機能－CHASEデータ入力－CHASE 様式情報出力＞ 

［居宅支援）CHASE様式情報作成］ 

 

［通所管理）CHASE様式情報作成］ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

CHASE様式情報 

様式情報を選択します。選択できる様式は、居宅支援と通所管理で異なります。 

様式 作成可能システム 

01-CHASE 基本情報 居宅支援 通所管理 

02-（介護）全社協アセスメント/MDSアセスメント 居宅支援 

11-（予防）興味・関心チェックシート 居宅支援 通所管理 

12-（予防）基本チェックリスト 居宅支援 

並べ替え 利用者の並び順を ID 順かカナ順か切り替えられます。 

期間指定 
作成対象にする管理日の期間を指定します。CSVファイル作成の対象になるの

は、指定した期間の中で最新の管理日のデータになります。 

全件選択 クリックすると、表示中の利用者すべてに指定のチェックを入れます。 

全件解除 クリックすると、入力した指定のチェックをすべてはずします。 

履歴 クリックすると、作成履歴を見ることができます。 

CSV作成 
CSVファイルを作成します。作成を実行すると、直下のグレー枠に作成年月日

時が表示されます。 

明細欄 

指定 チェックを入れた利用者を CSV 作成の対象にします。 

ID 利用者 ID を表示します。 

保険者番号 利用者の保険者番号を表示します。 

被保険者番号 利用者の被保険者番号を表示します。 

利用者名 利用者の氏名を表示します。 

管理日 作成元になるアセスメント・計画書の管理日を表示します。 
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＜CHASE様式情報の CSVファイル出力＞ 

 

 

①  上部メニューバーの「拡張機能 (X)」－

「CHASE データ入力(C)」－「居宅介護）

CHASE 様式情報出力(A)」または「通所管

理）CHASE 様式情報出力(A)」を順番にク

リックします。 

 

（例）CHASE 基本項目入力の F7出力 

 

 

・ 「CHASE 基本項目入力」（共通） 

「アセスメント入力」（居宅支援） 

「介護予防アセスメント」（ 〃 ） 

「通所リハ計画書」（通所リハ） 

の F7出力からも開くことができます。 

  

 

② 作成したいCHASE様式情報を選択します。 

  

 

③ 作成対象にする管理日の期間を指定します。 
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④ 作成対象にする利用者の指定欄にチェック

を入れます。 

（全件選択をクリックすると、表示中のすべて

の利用者にチェックが入ります） 

  

 

⑤ CSV作成をクリックします。 

  

【通所管理で CSV作成を行ったとき】 

 

・ （※通所系サービスのみ） 

  通所系サービスで作成しているときは、

CSV 出力をクリックしたあとにサービス種

類選択画面が開きます。 

  いずれか該当するものを選択してください。 

  

 

⑥ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑦ 完了画面が表示されます。OK をクリックし

ます。 
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（保存先） 

 

 

 

 

⑧ システム設定で登録している「インフォ・テ

ック関連フォルダ」内に CSVファイルが保

存されます。 

 

   

   

保存されたCSVファイルをCHASEのマニ

ュアルにしたがってアップロードしてくだ

さい。 

 

 

 

 

【CSV ファイルの命名規則について】 

 CSV ファイルの名称はデータの種類ごとに下記のように名づけられます。 

 

FORM_Z_0000000001_43.csv 

ファイル名 データの種類 

FORM_Z 基本項目 

FORM_Z_DETAIL_MEDICAL_HISTORY 基本項目（既往歴） 

FORM_Z_DETAIL_MEDICINE 基本項目（服薬） 

FORM_Z_DETAIL_ROOMMATE 基本項目（同居人） 

FORM_H （介護）全社協/MDS アセスメント 

FORM_F （予防）興味・関心チェックシート 

FORM_I （予防）基本チェックリスト 

 

 

  

【保存場所】 

「インフォ・テック関連フォルダ」 

→「CHASE連携（居宅または通所）」 

→「作成年月日_日時分秒」 

（例）2020 年 1 月 1 日 1 時 1 分 1 秒作成 

＝フォルダ名「20200101_010101」 

インフォ・テック関連フォルダ 

CHASE 連携（居宅） 

CHASE 連携（通所） 

POINT 

作成年月日時分秒 

FORM_～.CSV 

データの種類 事業所番号 

サービス種類 

居宅支援 43 

通所管理 15 
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＜作成履歴の確認＞ 

 履歴ボタンから様式情報の作成履歴を確認することができます。 

 

＜CHASE 様式情報作成履歴＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

CHASE様式情報 
履歴の表示を特定のアセスメント様式だけに絞り込みたい場合に、様式を選択

します。 

利用者 ID 
履歴の表示を特定の利用者だけに絞り込みたい場合、▼をクリックして利用者

を選択します。 

詳細 ボタンをクリックすると、詳細画面を開きます。 

明細欄 

作成日時 CSVファイル作成を行った日時が表示されます。 

CHASE様式情報 作成した CSVファイルの様式情報が表示されます。 
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＜CHASE 様式情報作成履歴詳細＞ 

 

各設定項目 

項目名 説明 

作成日時 CSVファイル作成を行った日時が表示されます。 

CHASE様式情報 作成したアセスメント様式が表示されます。 

並べ替え 利用者の並び順を ID 順かカナ順か切り替えられます。 

明細欄 

ID 利用者 ID を表示します。 

保険者番号 利用者の保険者番号が表示されます。 

被保険者番号 利用者の被保険者番号が表示されます。 

利用者名 利用者の氏名が表示されます。 

管理日 
CSVファイルの作成元になったアセスメント・計画書データの管理日が表示さ

れます。 
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① CHASE 様式情報作成画面の履歴をクリッ

クします。 

（作成履歴） 

 

（作成履歴詳細） 

 

② 作成履歴が表示されます。詳細をクリックす

ると、その明細の詳細画面が表示されます。 
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3.通所リハの変更 
 

3-1. 通所リハビリテーション計画書の新様式対応 

 

令和元年 10月度の改正時に、通所リハビリテーション計画書の新しい様式が改訂されました。本バ

ージョンにてこの新しい様式に対応しました。様式変更にともない、入力項目も変更しています。 

 

 

 

 

 

【旧様式で作成した計画書について】 

バージョンアップ後、計画書は自動的に令和元年 10 月版様式に切り替わります。今後は新様式で

の使用を推奨しますが、平成 27年度版以前で作成した計画書は新様式に引継がれません。 

システム設定で計画書様式を旧様式に戻せば過去に作成した計画書を見直せます。システム設定の変

更方法は P.53「計画書様式の切り替え方法」をお読みください。 

なお、旧様式で作成した計画書を新様式に複写することはできませんので、新様式の計画書は新たに

作成していただく必要があります。 

 

 

 

  

注意！ 
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3-1-1. 新様式で変更された箇所 

 

旧様式から変更された「（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書」～「（別紙様式 4）リハビリテ

ーションマネジメントにおけるプロセス管理票」について掲載します。旧様式のまま変更されていない

「興味・関心チェックシート」と「生活行為向上実施計画書」は省略します。 

 

 

【通所リハビリテーション計画書（令和元年 10月改訂版）】 

（別紙様式 1） 

興味・関心チェックシート（※様式変更なし） 

（別紙様式 2-1） 

リハビリテーション計画書 

  

（別紙様式 2-2 ①） 

リハビリテーション計画書 

（別紙様式 2-2 ②） 

リハビリテーション計画書 
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（別紙様式 3） 

リハビリテーション会議録 

（別紙様式 4） 

リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票 

  

（別紙様式 5） 

生活行為向上リハビリテーション実施計画（※様式変更なし） 
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＜通所リハビリテーション計画書作成処理画面＞ 

 

 

各設定項目（変更点のみ） 

項目名 説明 

興味・関心チェックシート クリックすると、（別紙様式 1）の入力画面に移ります。 

リハビリ計画書 1 クリックすると、（別紙様式 2-1）の入力画面に移ります。 

リハビリ計画書 2 クリックすると、（別紙様式 2-2）の入力画面に移ります。 

リハビリ会議録 クリックすると、（別紙様式 3）の入力画面に移ります。 

プロセス管理票 クリックすると、（別紙様式 4）の入力画面に移ります。 

生活行為向上実施計画 クリックすると、（別紙様式 5）の入力画面に移ります。 

 

入力済みのデータがある場合、各メニューボタンの頭に「＋」マークが表示されます。 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－本人の希望＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

入院/外来 該当する項目にチェックします。 

訪問/通所 該当する種別にチェックが付きます。 

計画作成日 計画作成日を入力します。 

見直し予定時期 見直し予定時期を入力します。 

利用者名/性別/生年月日/ 

要介護度 

利用者台帳の内容が反映されます。台帳の最新情報を取り込む時は台帳

読込をクリックします。 

リハビリテーション担当医 リハビリテーション担当医を入力します。 

担当 
担当者を入力し、資格（PT/OT/ST/看護職員/その他従業者）を選択し

ます。未をクリックすると選択した資格が解除されます。 

本人の希望 利用者本人の希望を入力します。 

ご家族の希望 ご家族の希望を入力します。 

 

  



34 

 

＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－健康状態＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

原因疾患 原因疾患を入力します。 

発症日・受傷日 各日にちを入力します。 

直近の入院日 

直近の退院日 

治療経過 治療経過を入力します。 

合併症・コントロール状況 各状況を入力します。 

 これまでのリハビリテーションの実施状況 

目標設定等支援・管理シート 
該当項目を選択します。未をクリックすると選択した項

目が解除されます。 

日常生活支援度 該当する状態を選択します。未をクリックすると選択し

た項目が解除されます。 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－心身機能＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

筋力低下～精神行動障

害（BPSD） 

「現在の状況」「活動への支援」「将来の見込み」の該当状況を選択します。 

未をクリックすると選択した項目が解除されます。 

「その他の高次脳機能障害」がある場合は障害の内容を記入します。 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－環境因子＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

家族・介護者等～住環境 

課題がある場合は「課題」列の□にチェックを付け、該当する「状況」

にチェックを付けます。未をクリックすると選択した項目が解除され

ます。 

自宅周辺～その他 
各内容を記入、選択します。未をクリックすると選択した項目が解除

されます。 

 

  



37 

 

＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－活動（基本）＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

寝返り～立位保持、服薬管理、

コミュニケーションの状況 

該当する「現在の状況」/「将来の見込み」を選択、入力します。 

未をクリックすると選択した項目が解除されます。 

6 分間歩行試験 

Timed Up＆Go Test 

行ったテストにチェックを付け、客観的測定値の入力と「将来の見込

み」の選択を行います。 

MMSE 

HDS-R 

行った検査にチェックをつけ、得点の入力と「将来の見込み」の選択

を行います。 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－活動（ADL）＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

食事～排尿コントロール 
該当する「現在の状況」/「将来の見込み」を選択します。未をクリッ

クすると選択した項目が解除されます。 

合計点 入力した現在の状況に応じて点数が表示されます。 

 

  



39 

 

＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－社会参加＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

家族内の役割の内容 各内容を入力します。 

余暇活動（内容および頻度） 

社会・地域活動（内容および頻度） 

リハビリテーション終了後に行い

たい社会参加等の取組 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－目標・方針＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

リハビリテーションの目標 長期短期それぞれの目標を入力します。ケアプランの介五郎を導入中

の事業所様はケアプランより取得をクリックすると、ケアプランの計

画書から目標を取得できます。 

リハビリテーションの方針 方針を入力します。 

リハビリテーション実施上の

留意点 

留意点を入力します。 
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＜（別紙様式 2-1）リハビリテーション計画書－特記事項＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

リハビリテーション終了の目安・時期 終了の目安・時期を入力します。 

利用者・ご家族への説明 説明日を入力します。 

特記事項 「本人の希望」～「目標・方針」タブの内容以外に記入すべ

き事項がある時に入力します。 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－総合的援助＞ 

 

 

 

別紙様式 2-2 各タブ共通項目 

項目名 説明 

利用者名 選択中の利用者名が表示されます。 

計画作成日 計画作成日が表示されます。 

見直し予定時期 別紙様式 2-1 の「本人の希望」タブで入力した見直し予定時期が表示されます。 

 

各設定項目 

項目名 説明 

居宅サービス計画の総合的援助の方針 

 

各内容を入力します。 

ケアプランの介五郎を導入中の事業所様はケアプラ

ンより取得をクリックすると、ケアプランの計画書か

ら目標を取得できます。 

居宅サービス計画の解決すべき具体的な課題 

他の利用のサービス 利用中のサービスにチェックを付けて、利用頻度を入

力します。 

 

 

  

別紙様式 2-2 

各タブ共通項目 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－活動（IADL）＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

アセスメント項目（食事の用意～仕事）ごとに下記を入力します。 

前回点数 前回点数を入力します。 

現状 現状を右端の選択項目「0～3」から選択して入力します。 

将来の見込み 将来の見込みを選択します。未をクリックすると選択した項目が解除されます。 

IADL合計 入力した「前回点数」と「現状」の合計点数が表示されます。 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－要因分析＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

活動と参加において重要性の高い課題 

 

各内容を入力します。 

活動と参加に影響を及ぼす機能障害の課題 

活動と参加に影響を及ぼす機能障害以外の要因 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－リハビリテーションサービス＞ 

 

 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

リハビリテーションマネジメント加算Ⅰ 

リハビリテーションマネジメント加算Ⅱ 

リハビリテーションマネジメント加算Ⅲ 

取得する加算を選択します。 

訪問・通所頻度 チェックを付けると入力できます。 

利用時間 チェックを付けると入力できます。 

送迎なし 送迎なしの場合はチェックを付けます。 

 ↓    ↑  任意の行を選択した状態でクリックすると行を上下に移

動できます。 

一括 クリックすると入力した全ての行の期間を一括で入力で

きます。 

行挿入 クリックすると新規の行を挿入できます。 

行削除 選択した行を削除します。 

週合計時間 週合計時間を入力します。 

 

項目名 説明 

目標（解決すべき課題） 目標（解決すべき課題）を入力します。 

期間 目標達成までの期間を入力します。補助をクリックすると

期間入力画面が表示されます。 

具体的支援内容 具体的支援内容を入力します。 

頻度 サービスの予定頻度を入力します。 

訪問の必要性 訪問の必要性について入力します。 

バーを右にスクロール 

選択した行を 

ダブルクリック 
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ケアプランより取得 ケアプランの介五郎を導入中の事業所様はケアプランよ

り取得をクリックすると、ケアプランの計画書から目標を

取得できます。 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－具体的対応＞ 

 

  

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

利用者 時間帯ごとの利用者への対応内容を入力します。 

看護職員～その他 職員ごとの利用者への対応内容を時間帯ごとに入力します。 

必要なケアとその方法 他の居宅サービスとの協働必要性を検討し、必要な場合は支援方針や方法を

入力します。 

 

 

  

バーを右にスクロール 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－情報提供＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

訪問介護の担当者と共有すべき事項 各担当者と共有すべき事項を入力します。 

訪問看護の担当者と共有すべき事項 

その他、共有すべき事項 

【情報提供先】 情報提供先にチェックを付けます。 
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＜（別紙様式 2-2）リハビリテーション計画書－社会参加支援評価＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

訪問日 チェックをつけて訪問日を入力します。 

居宅サービス計画 居宅サービス計画を入手した場合、チェックをつけます。 

訪問しない理由 リハビリテーション終了後に居宅へ訪問できなかった場合は、訪問できなかっ

た理由を入力します。 

サービス等利用あり 利用中のサービスがある場合は、該当サービスにチェックを付けます。 

現在の生活状況 現在の生活状況を入力します。 
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＜（別紙様式 3）リハビリテーション会議録－出席者・方針＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

開催日 各項目を入力します。 

開催場所 

開催時間 

開催回数 

会議出席者 会議出席者の所属先（職種）、氏名を入力します。 

リハビリテーションの支援方針 支援方針を入力します。「1-小」「2-大」で文字の大きさを変更で

きます。 
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＜（別紙様式 3）リハビリテーション会議録－内容＞ 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

リハビリテーションの内容 各内容を入力します。 

各サービスの間の提供に当たって共有

すべき事項 

利用者又は家族構成員 不参加理由 不参加の対象者にチェックをつけ、不参加理由を入力しま

す。 

次回の開催予定と検討事項 次回の開催予定と検討事項を入力します。 

※入力ボックス上に「2-大」のある項目は「2-大」「1-小」を切り替えて文字の大きさを変更できます。 
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＜（別紙様式 4）リハビリテーションマネジメントにおけるプロセス管理票＞ 

 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

チェック 行ったプロセス項目にチェックを付けます。 

参加及び内容 選択したプロセス内容の参加者や内容を入力・選択します。 

備考 備考として記載する内容を入力します。 

 

  

バーを下にスクロール 
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＜計画書様式の切り替え方法＞ 

 計画書の様式を平成 27 年度版以前の様式に戻したい場合は、下記手順で行ってください。 

 

① 「データファイル(S)」－「基本設定(V)」－

「システム設定(V)」と順番にクリックし、

システム設定画面を開きます。 

  

 

② 「計画書設定」タブをクリックします。 

  

 

③ 「リハビリ計画書様式」欄で様式を切り替え

ます。 

  

 

④ F9登録をクリックして登録します。 
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3-1-2. 計画書の選択削除 

 

平成 27年度版以前の様式では計画書全体の削除しかできませんでしたが、令和元年 10 月改訂版で

は、計画書の一部の帳票だけを選択して削除することができます。 

 

＜通所リハビリテーション計画書作成処理＞ 

  

 

＜通所リハビリテーション計画書作成処理＞ 

  

＜入力確認マークについて＞ 

入力済みの帳票については「＋」マークが表示されるようになりましたが、このマークは各帳票の入

力画面で確定ボタンを押したときに必ず付与されます。このため未入力のままでも確定ボタンを押す

と「＋」が付くことになります。不要な「＋」が付いてしまった場合は選択削除で消してください。 
 

入力のある計画書には「＋」

が表示されます。 
② 削除したい計画書を選択（チェック）し、

削除をクリックします。 

① 削除（F4）をクリックすると、選択画面

が表示されます。 

③削除した計画書は「＋」表示が消えます。 



55 

 

4. その他の変更 
 

日別入力への印刷条件指定の追加 

 訪問介護   訪問看護  

日報入力の日別入力画面から印刷するときに、印刷条件を指定できるメニューを追加しました。これ

により 1 日分ずつしか印刷できなかった「担当者空き情報一覧」を、まとめて印刷できるようになりま

した。 

 

＜日報予定入力－日別入力－印刷条件指定＞ 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

提供日 印刷したい期間を指定します。 

表示単位 「担当者空き情報一覧」に表示する時間の間隔を設定します。 

4 時～3時を表示 

チェックを入れると、印刷する時間帯の範囲を 24 時間にします。 

（システム設定の「日別入力表示時間」で表示時間帯の範囲を減らし

ている場合のみ） 

サービスがある日付のみ印刷 
チェックを入れると、サービスの提供予定が入力されている日のみ印

刷します。 

プレビュー クリックすると、設定した条件で印刷プレビュー画面を表示します。 
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＜担当者空き情報一覧の印刷＞ 

  

① メインメニューの日報予定入力をクリック

します。 

  

 

② 提供月を印刷したい月にします。 

  

  

③ 明細欄のいずれかの日付の枠をダブルクリ

ックし、日別入力画面を開きます。 

  

 

④ F8印刷をクリックします。 
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⑤ 提供日など、印刷条件を設定します。このと

きに期間指定を行うと、指定した期間分をま

とめて印刷できます。 

  

 

⑥ プレビューをクリックします。 

  

 

⑦ 設定した条件で「担当者空き情報一覧」の印

刷プレビューが表示されます。 

 

 

 

  



58 

 

 

処遇改善加算集計表・特定処遇改善加算集計表の追加 

 訪問介護   通所介護   小多機  

 年間帳票印刷メニューに、処遇改善加算・特定処遇改善加算額の年間合計などを確認できる集計表を

追加しました。処遇改善計画書や実績報告書の作成時にご活用ください。 

 

 

（処遇改善加算集計表） 

 

 

（特定処遇改善加算集計表） 
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＜（特定）処遇改善加算一覧表の印刷＞ 

 集計表は年間帳票印刷から印刷できます。 

 

① メインメニューの年間帳票印刷をクリック

します。 

  

 

② 期間指定欄に印刷したい期間を入力します。 

 

 （例）令和 2 年 1 月 1 日～令和 2 年 12 月 31 日 

  

 

③ 「処遇改善加算集計表」「特定処遇改善加算

集計表」のいずれかにチェックを入れます。 

  

 

④ F8画面をクリックします。 
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⑤ 確認画面が表示されます。はい(Y)をクリッ

クします。 

  

 

⑥ 印刷プレビュー画面が表示されます。確認し

てよろしければ印刷してください。 

 

 

 

 

【総合事業サービス A2・A6は保険者別に集計されます】 

 総合事業サービスのうち A2・A6 サービスについては保険者別に集計されます。このため集計表右

上に保険者番号が記載されます。 

 

 

 

注意！ 
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